
付紙第 1 

17.5.12 

ＳＤＡ 

 

第２０回ＳＤＡセーフティコンテストにおける 

女性選手へのハンディキャップ・タイム付与（案） 

 

１ 検討の理由 

第 19回コンテスト「中低速車両感覚走行競技」の結果を踏まえて、女性 

の参加をしやすくするためにハンディキャップ・タイムを与えてはどうかと 

いう提案があった。 

 

２ タイムの現状 

  40秒を基準タイムとし、それをオーバーした秒数の小数点以下を四捨五 

入したものを減点点数とした。参加選手 55名中、最少減点は 4、最大減点

は 

42で、全選手の平均は 17.727であった。また、これに対し、男性のみの平 

均は 17.192であった。 

  女性は 3名で、その平均減点は 27.000であった。 

 

３ ハンディキャップ・タイムについての提案 

  27.000－17.192＝9.808であることから、第 20回大会の基準タイムを 40 

秒とした場合、女性には 9.808のハンディキャップ・タイムを付与すること 

を提案する。 

極めて技量の高い女性が参加した場合、最少減点がゼロに近くなることも 

考えられ、第 20回大会の成績を踏まえて次回への対応を考える。 
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